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兄メッセージ（メモ） 
お

於
にしかるいざわ

西軽井沢
こくさい

国際
ふくいん

福音センター 
 

ただ
いま

今Ｓ
きょうだい

兄弟が
い

言われましたように、この
め

目に
み

見える
せかい

世界は
たし

確かにもうめちゃくちゃな 
せかい

世界になりました。けれども
め

目に
み

見えないイエス
さま

様は
い

生きておられます。ですから
さいしょ

最初に 
うた

歌われた
うた

歌は
ほんとう

本当に
すば

素晴らしいのではないでしょうか。「
いま

今も
い

生きておられる
しゅ

主イエス」と。 
たし

確かに
ことし

今年はもっと
たいへん

大変な
とし

年になると
おも

思います。
よ

良くなる
かのうせい

可能性はありません。 
ルカ

でん

伝２１
しょう

章２８
せつ

節に、
つぎ

次のように
か

書かれています。 
ルカの

ふくいん

福音
しょ

書 ２１
しょう

章２８
せつ

節 
  「これらのことが

お

起こり
はじ

始めたら、からだをまっすぐにし、
あたま

頭を
うえ

上に
あ

上げなさい。
あがな

贖

いが
ちか

近づいたのです。」 
 

「これらのことが
お

起こり
はじ

始めたら」がっかりしなさい、ではなく、「からだをまっすぐにし、 
あたま

頭を…」です。もうちょっと…。イエス
さま

様を
し

知るようになった
ひとびと

人々は
かがや

輝く
すば

素晴らしい
しょうらい

将来

を
も

持つ
もの

者です。イエス
さま

様は、
かれ

彼らにとって
みち

道であり、
しんり

真理であり、いのちそのものである

からです。イエス
さま

様なしの
しょうらい

将来は、
たし

確かに
ま

真っ
くらやみ

暗闇です。イエス
さま

様を
し

知るようになった
もの

者

は、
ほんとう

本当に
こころ

心から
よろこ

喜ぶことができます。なぜなら、
かくしん

確信できるからです。もうちょっと

で、イエス
さま

様はおいでになります。しかし
きょう

今日かもしれない…と
かんが

考えると、
うれし

嬉しくなり

ます。 
 

どのような
じょうきょう

状況 におかれていても、どのような
もんだい

問題があっても、
わたくし

私 たちは
きぼう

希望を
も

持っ

て
しょうらい

将来に
む

向かうことが
でき

出来るのです。 
ヘブル

びと

人への
てがみ

手紙 １０
しょう

章３７
せつ

節 
「もうしばらくすれば、

く

来るべき
かた

方が
こ

来られる。おそくなることはない。」 
    

 ２、３
にちまえ

日前に、いくつかのクリスマスカードと
てがみ

手紙をもらいました。 
ある

ふうふ

夫婦は
つぎ

次のように
か

書いたのです。 
「イエスのご

さいりん

再臨がもうすぐだと
おも

思うと、とても
うれし

嬉しいです。
わたくし

私 たちの
かぞく

家族に
つぎ

次々と
お

起

こる
もんだい

問題も
はいご

背後にイエス
さま

様の
ごけいかく

御計画があると
し

知り、
かな

悲しみながら
よろこ

喜んでいます。
あい

愛する
しゅうかい

集会の
きょうだい

兄弟
しまい

姉妹とともに
いの

祈り、イエス
さま

様だけを
み

見
あ

上げて
しょうらい

将来も
たたか

闘いたいのです」。 
このような

こころがま

心構えを
も

持つことは、
しゅ

主の
めぐ

恵みの
けっか

結果なのではないでしょうか。 
べつ

別の
ひと

人は、 
「２００８

ねん

年はいろいろなことが
あた

与えられ、
もんだい

問題は
ふ

増える
いっぽう

一方でしたが、
しゅ

主のみことばを 
いただいて

いの

祈りながら
あゆ

歩ませていただいています。
まいにち

毎日『
しゅ

主よ。
はや

早くおいでください！お 
ま

待ちしています』とお
いの

祈りしています」。 
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このような
こころがま

心構えを
も

持つことこそ、
たいせつ

大切なのではないでしょうか。
なに

何があっても、あき

らめる
ひつよう

必要はありません。イエス
さま

様は
い

生きておられ、また
き

来てくださるのです。 
ヘブル

びと

人への
てがみ

手紙 ９
しょう

章２８
せつ

節 
   キリストも、

おお

多くの
ひと

人の
つみ

罪を
お

負うために
いちど

一度、ご
じしん

自身をささげられましたが、
にど

二度
め

目

は、
つみ

罪を
お

負うためではなく、
かれ

彼を
ま

待ち
のぞ

望んでいる
ひとびと

人々の
すく

救いのために
こ

来られるのです。 
 

とあります。
せい

聖
しょ

書を
よ

読むと
すく

救い
しゅ

主の
しゅつげん

出現についていろいろ
か

書かれています。
さいしょ

最初にイエス 
さま

様は
みな

皆さんご
ぞん

存じのように、
ぜんじんるい

全人類を
すく

救うためにみどりごとして
こ

来られました。どうして 
こ

来られたかといいますと、「
し

死ぬため」です。
みが

身代わりとなり
つみ

罪とされるために、
つみ

罪の
もんだい

問題 
を

かいけつ

解決するために、イエス
さま

様はおいでになりました。しかし
こんど

今度は、イエス
さま

様は
しゅ

主の
めぐ

恵み

によって
すく

救われた
ひとびと

人々を
ごじぶん

御自分にお
むか

迎えになるために、みどりごとしてではなく「
はなむこ

花婿」

として、み
すがた

姿をお
あら

現わしになります。 
 

イエス
さま

様が
むか

迎えに
き

来てくださると
かんが

考えると…、ちょっと
かんが

考えられません。
わたくし

私 たちはそ

のような
かち

価値ある
もの

者ではないからです。けれどもイエス
さま

様が
にどめ

二度目に
こ

来られるときには
つみ

罪
びと

人を
さば

裁くためではなく、
ごじぶん

御自分の
はなよめ

花嫁であるからだなる
きょうかい

教会を、
ごじぶん

御自分のために
むか

迎えるた

めに
こ

来られます。 
マタイの

ふくいん

福音
しょ

書 ２４
しょう

章４０、４１
せつ

節 
「そのとき、

はたけ

畑にふたりいると、ひとりは
と

取られ、ひとりは
のこ

残されます。ふたりの
おんな

女

が
うす

臼をひいていると、ひとりは
と

取られ、ひとりは
のこ

残されます。」 
 

とあります。これは
わ

分けられる
ふた

二つのグループのことを
い

言っていることばです。
しゅうかい

集会の
なか

中 
においても、どの

ひと

人がどちらのグループに
ぞく

属しているのか、ということはだれの
め

目にも
あき

明 
らかではないでしょう。ある

ひと

人は
たし

確かに
い

生まれ
か

変わりを
たいけん

体験しているように
み

見えるかもし 
れませんが、

じっさい

実際にはどうであるか
わ

分かりません。
ぎゃく

逆に
しん

信じているかどうかはっきりして 
いない

ひと

人たちがいるかもしれませんが、このような
ひと

人たちの
なか

中にも
しゅ

主が
う

受け
い

入れられた
ひと

人

たちがもちろん
かなら

必ずいるに
ちが

違いありません。イエス
さま

様が
にどめ

二度目に
こ

来られるときには、
すべ

全て、

これらのことがはっきりされるのです。すなわちイエス
さま

様が
にどめ

二度目に
こ

来られるとき、
しゅ

主に
ぞく

属

している
すべ

全ての
ひとびと

人々、すなわちその
ひと

人の
し

死んだ
れい

霊が
しゅ

主の
れい

霊によって
い

生き
かえ

返らせられた
ひとびと

人々

はみな、その
すがた

姿を
きゅう

急に
け

消すのです。
すがた

姿が
み

見えなくなります。よく
よ

読む
かしょ

箇所をもう
いちど

一度
しょうかい

紹介
いた

致します。 
 

テサロニケ
びと

人への
てがみ

手紙・
だいいち

第一 ４
しょう

章１６、１７
せつ

節 
   

しゅ

主は、
ごうれい

号令と、
みつか

御使いのかしらの
こえ

声と、
かみ

神のラッパの
ひび

響きのうちに、ご
じしん

自身
てん

天から 
くだ

下ってこられます。それからキリストにある
し

死
しゃ

者が、まず
はじ

初めによみがえり、
つぎ

次に、
い

生

き
のこ

残っている
わたくし

私 たちが、たちまち
かれ

彼らといっしょに
くも

雲の
なか

中に
いっきょ

一挙に
ひ

引き
あ

上げられ、
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くうちゅう

空中で
しゅ

主と
あ

会うのです。このようにして、
わたくし

私 たちは、いつまでも
しゅ

主とともにいるこ

とになります。 
 

イエス
さま

様が
さいしょ

最初にみ
すがた

姿を
あら

現わされる
まえ

前に、「
み

見よ」という
ちゅうい

注意を
うなが

促すことばがありまし

たが、
にどめ

二度目に
しゅ

主がみ
すがた

姿をお
あら

現わしになるときも、「
み

見よ」あるいは「
き

聞け」という
ちゅうい

注意を
うなが

促すことばが
か

書かれています。 
コリント

びと

人への
てがみ

手紙・
だいいち

第一 １５
しょう

章５１、５２
せつ

節 
   

き

聞きなさい。
わたくし

私 はあなたがたに
おくぎ

奥義を告げましょう。
わたくし

私 たちはみなが
ねむ

眠ってし

まうのではなく、みな
か

変えられるのです。
お

終わりのラッパとともに、たちまち、
いっしゅん

一瞬

のうちにです。ラッパが
な

鳴ると
し

死
しゃ

者は
く

朽ちないものによみがえり、
わたくし

私 たちは
か

変えら

れるのです。 
 

どうして、ここに「
き

聞きなさい」ということばが
つか

使われているのでしょう。 
それは、 

だいいち

第一
ばん

番
め

目。
いま

今まで
いじょう

以上に
ま

待ち
のぞ

望みの
せいかつ

生活をしなさい、という
いみ

意味です。 
いま

今、イエス
さま

様を
ま

待ち
のぞ

望んでいない
ひと

人は
ふじゅうじゅん

不従順な
ひと

人です。そして
ふじゅうじゅん

不従順は
つみ

罪です。 
だいに

第二
ばん

番
め

目。
いま

今まで
いじょう

以上に
しゅ

主に
よろこ

喜ばれる
せいかつ

生活をしなさい、という
いみ

意味です。 
それは、

じぶん

自分
じしん

自身の
き

気に
い

入るようなことだけをするのではなく、また
にんげん

人間に
き

気に
い

入られ

るようなことだけをするというのでもなく、ただ
しゅ

主のみこころに
かな

叶うことだけをしなさい、

という
いみ

意味です。 
パウロは

ひと

一つの
もはん

模範ではないでしょうか。ガラテヤ
しょ

書１
しょう

章１０
せつ

節を
み

見ると、
つぎ

次のように 
こくはく

告白しました。 
ガラテヤ

びと

人への
てがみ

手紙 １
しょう

章１０
せつ

節 
   いま

わたくし

私 は
ひと

人に
と

取り
い

入ろうとしているのでしょうか。いや。
かみ

神に、でしょう。ある

いはまた、
ひと

人の
かんしん

歓心を
か

買おうと
つと

努めているのでしょうか。もし
わたくし

私 がいまなお
ひと

人の
かんしん

歓心

を
か

買おうとするようなら、
わたくし

私 はキリストのしもべとは
い

言えません。 
 
だいさん

第三
ばん

番
め

目。
いま

今まで
いじょう

以上にまだ
すく

救われていない
かぞく

家族のために
いの

祈り、かつ
たたか

闘いなさい、という
いみ

意味です。 
イエス

さま

様は、
わたくし

私 たちの
いの

祈りに
こた

応えようとなさっておいでになります。イエス
さま

様への「
ま

待

ち
のぞ

望み」が、
わたくし

私 たちの
まいにち

毎日の
せいかつ

生活を
けってい

決定するものでなければならないでしょう。 
わたくし

私 たちが
すく

救われたことの
りゆう

理由の
ひと

一つは、イエス
さま

様を
ま

待ち
のぞ

望むことです。テサロニケで
しゅ

主

に
で

出
あ

会った
ひとびと

人々は
ひじょう

非常に
つよ

強い
えいきょう

影響を
およ

及ぼした
ひとびと

人々でした。パウロは
かれ

彼らに
か

書くことが
でき

出来

たのです。 

テサロニケ
びと

人への
てがみ

手紙・
だいいち

第一 １
しょう

章９、１０
せつ

節 
   

わたくし

私 たちがどのようにあなたがたに
う

受け
い

入れられたか、また、あなたがたがどのよ

うに
ぐうぞう

偶像から
かみ

神に
た

立ち
かえ

返って、
い

生けるまことの
かみ

神に
つか

仕えるようになり、また、
かみ

神が
し

死
しゃ

者
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の
なか

中からよみがえらせなさった
みこ

御子、すなわち、やがて
く

来る
み

御
いか

怒りから
わたくし

私 たちを
すく

救い
だ

出してくださるイエスが
てん

天から
こ

来られるのを
ま

待ち
のぞ

望むようになったか、それらのこと

は
た

他の
ひとびと

人々が
い

言い
ひろ

広めているのです。 
 

かれ

彼らは、ただイエス
さま

様を
しん

信じた、
すく

救われただけではなく、
かれ

彼らは
しゅ

主にだけ
つか

仕えるように

なり、そして
さいりん

再臨なさる
しゅ

主イエス
さま

様を
ま

待ち
のぞ

望むようになった
ひとびと

人々でした。イエス
さま

様が
にどめ

二度目

に
こ

来られるときには、
おお

多くの
ひとびと

人々があとに
のこ

残され、
はが

歯噛みをすることになります。 
このような、

ひ

引き
あ

上げられるという
たいけん

体験をした
ひと

人はエノクという
ひと

人です。ヘブル
しょ

書の
なか

中 
にエノクについて

か

書き
しる

記されています。 
ヘブル

びと

人への
てがみ

手紙 １１
しょう

章５
せつ

節 
   

しんこう

信仰によって、エノクは
し

死を
み

見ることのないように
うつ

移されました。
かみ

神に
うつ

移されて、
み

見

えなくなりました。
うつ

移される
まえ

前に、
かれ

彼は
かみ

神に
よろこ

喜ばれていることが、あかしされていま

した。 
 

「
し

死を
み

見ることがないように
うつ

移されました」とは、
てん

天に
うつ

移されたということです。
ひとびと

人々は 
エノクを

ひっ

必
し

死になって
さが

探しましたが、
み

見つけ
だ

出せなかったのです。 
もう

ひと

一
り

人、
し

死を
み

見ないでそのまま
てん

天に
ひ

引き
あ

上げられた
おとこ

男は、エリヤという
よげん

預言
しゃ

者でした。 
れつおう

列王
き

記・
だいに

第二 ２
しょう

章１５
せつ

節から１７
せつ

節 
   エリコの

よげん

預言
しゃ

者のともがらは、
とお

遠くから
かれ

彼を
み

見て、「エリヤの
れい

霊がエリシャの
うえ

上にと

どまっている。」と
い

言い、
かれ

彼を
むか

迎えに
い

行って、
ち

地に
ふ

伏して
かれ

彼に
れい

礼をした。
かれ

彼らはエリシ

ャに
い

言った。「しもべたちのところに
ごじゅうにん

五十人の
ちから

力ある
もの

者がいます。どうか
かれ

彼らをあな

たのご
しゅ

主
じん

人を
さが

捜しに
い

行かせてください。
しゅ

主の
れい

霊が
かれ

彼を
はこ

運んで、どこかの
やま

山か
たに

谷に
かれ

彼を
な

投

げられたのかもしれません。」するとエリシャは、「
ひと

人をやってはいけません。」と
い

言っ

た。しかし、
かれ

彼らがしつこく
かれ

彼に
ねが

願ったので、ついにエリシャは、「やりなさい。」と
い

言

った。それで、
かれ

彼らは
ごじゅうにん

五十人を
つか

遣わした。
かれ

彼らは、
みっかかん

三日間、
さが

捜したが、
かれ

彼を
み

見つける

ことはできなかった。 
 

エリヤのことも、
ひとびと

人々は
さが

探しましたが
み

見つけることが
でき

出来なかったのです。
しゅ

主がエリヤ 
を

と

取り
さ

去られたからです。これと
まった

全く
おな

同じように、
すべ

全ての
しゅ

主イエス
さま

様の
めぐ

恵みによって
すく

救わ 
れた

ひとびと

人々が
いっしゅん

一瞬のうちに
と

取り
さ

去られるときに、あとに
のこ

残された
ひとびと

人々はこれらの
ひと

人たちを
さが

捜 
し

もと

求めることになるでしょう。しかし、
み

見つけることは
でき

出来ないのです。そのとき
おお

多くの 
ひとびと

人々は
じぶん

自分たちの
じん

人
せい

生について、また
と

取り
さ

去られた
じぶん

自分の
つま

妻や
りょうしん

両親、あるいは
こ

子どもたち 
のことについて

しんけん

真剣に
かんが

考えるようになるのではないでしょうか。 
 

 
せい

聖
しょ

書の
よろこ

喜びのおとずれとは、「
いま

今は
すく

救いの日です。（Ⅱコリント６：２）」。あなたがもし 
イエス

さま

様を
じぶん

自分の
すく

救い
しゅ

主として
う

受け
い

入れるなら、
きょう

今日これからでも
あたら

新しい
じん

人
せい

生と、そして 
えいえん

永遠のいのちを
え

得ることが
でき

出来るのです。イエス
さま

様は
つぎ

次のように
やくそく

約束してくださいました。 
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ヨハネの
ふくいん

福音
しょ

書 １４
しょう

章２、３
せつ

節 
  「わたしの

ちち

父の
いえ

家には、
す

住まいがたくさんあります。もしなかったら、あなたがたに
い

言

っておいたでしょう。あなたがたのために、わたしは
ばしょ

場所を
そな

備えに
い

行くのです。わた

しが
い

行って、あなたがたに
ばしょ

場所を
そな

備えたら、また
き

来て、あなたがたをわたしのもとに
むか

迎

えます。わたしのいる
ところ

所に、あなたがたをもおらせるためです。」 
 

そして、ヨハネ
でん

伝１７
しょう

章の
なか

中でイエス
さま

様は
いの

祈られました。    
ヨハネの

ふくいん

福音
しょ

書 １７
しょう

章２４
せつ

節
ぜんはん

前半 
  「

ちち

父よ。お
ねが

願いします。あなたがわたしに
くだ

下さったものをわたしのいる
ところ

所にわたしと

いっしょにおらせてください。」 
 

このイエス
さま

様の
いの

祈りは、
かなら

必ず
き

聞き
とど

届けられるようになります。 
 

「からだをまっすぐにし、
あたま

頭を
うえ

上に
あ

上げなさい。
あがな

贖いが
ちか

近づいたのです」。「もうしばら

く 

すれば
く

来るべき
かた

方が
こ

来られる。おそくなることはない」と
かんが

考えると
ほんとう

本当に
うれし

嬉しくなりま

す。
あんしん

安心して
すべ

全てを
しゅ

主に
まか

任せることが
でき

出来るのではないでしょうか。 
 
 
 
 
 
 
了 


